
発　　行　　所

後　　藤　　隆　　一
東京都千代田区永田町2-4-3　　1（3580）3215

社団
法人

編集兼
発行人

『全木連時報』の購読料は年会費に含まれています。

定価　　年500円昭和33年12月15日第三種郵便物認可

全　　　木　　　連　　　時　　　報

全国木材組合連合会

―　1　―

URL　　http://www.zenmoku.jp

木材産業シンボルマーク

平成17年（2005年）

　　　　　　目
　　　　　　　　次

平成17年4月25日（月曜日） （第565号）（第三種郵便物認可）

4月25日（月曜日）
（第565号）（毎月25日発行）

　
　
　
画
と
予
算
を
決
定
　
全
木
協
連

　
　
　
理
事
会
等
開
催

二
面
　
木
退
共
理
事
会
　
政
治
連
盟
常

　
　
　
任
委
員
会
開
催
　
全
木
連
事
業

　
　
　
計
画
の
要
旨

三
面
　
平
成
十
七
年
の
木
材
需
給
量
は

　
　
　
八
千
八
百
三
十
九
万
五
千
k

四
面
　
木
材
表
示
の
協
議
会
発
足

　
　
　
　

一
面
　
全
木
連
総
会
を
開
催
し
事
業
計

全
木
連
　　
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

１７

全
木
協
連
・
木
退
共
・
政
治
連
盟
と
も
会
議
を
開
催

全
　木
　連
　総
　会
・
理
　事
　会

全
木
協
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

　
会
議
に
先
立
ち
、
庄
司
会
長
は
概
要

次
の
と
お
り
挨
拶
し
た
。

　
「
我
が
国
の
経
済
は
全
般
に
は
順
調

な
が
ら
、
木
材
産
業
は
景
気
回
復
が
遅

れ
て
、
閉
塞
感
が
払
拭
で
き
な
い
で
い

る
。
全
木
連
は
一
層
の
木
材
産
業
構
造

改
革
と
木
材
利
用
の
推
進
等
に
取
り
組

ん
で
い
く
。
木
材
自
主
表
示
の
推
進
母

体
と
な
る
木
材
表
示
推
進
協
議
会
が
設

立
さ
れ
る
が
、
全
木
連
は
出
来
る
だ
け

の
支
援
を
す
る
の
で
、
協
議
会
へ
の
参

加
を
お
願
い
し
た
い
。
改
正
が
予
定
さ

れ
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
に
つ
い
て
は
、
認
定
機

改
正
「
大
気
汚
染
防
止
法
」
の
施
行
に

向
け
て
の
取
組
み
、
違
法
伐
採
に
係
る

最
近
の
動
き
と
今
後
の
展
開
、
林
野
庁

に
お
け
る
「
違
法
伐
採
対
策
検
討
室
」

の
発
足
、
環
境
税
の
創
設
に
向
け
て
の

動
き
と
今
後
の
展
開
、
世
界
の
貿
易
ル

ー
ル
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
及
び
Ｅ
Ｐ
Ａ
・
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

の
現
状
、「
製
材
業
に
お
け
る
所
定
外
労

働
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
」
の
作

成
、
森
林
組
合
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
、「
国
産
材
製
材
協
会
」
の
設
立
、

新
潟
県
中
越
地
震
、
平
成
十
七
年
度

「
中
小
企
業
会
計
啓
発
・
普
及
セ
ミ
ナ

ー
」
の
案
内
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
し
て
終
了
し
た
。

　
全
木
連
は
、
三
月
二
十
五
日
に
東
京
港
区
の
虎
ノ
門
パ
ス

ト
ラ
ル
で
総
会
及
び
理
事
会
を
開
催
し
、
平
成
十
七
年
度
の

事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
ほ
か
、
関
連
議
案
を
審
議
し
、
決

定
し
た
。
ま
た
、
五
月
十
日
に
開
催
す
る
総
会
に
提
出
す
る

平
成
十
六
年
度
の
事
業
報
告
、
収
支
決
算
の
議
案
に
つ
い
て

承
認
し
た
。
全
木
協
連
、
木
退
共
も
同
様
に
理
事
会
を
開
催

し
て
、
五
月
の
通
常
総
会
に
提
出
す
る
議
案
を
中
心
に
審
議

し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
し
た
。
政
治
連
盟

も
こ
の
日
の
常
任
委
員
会
で
、
五
月
十
一
日
に
開
く
通
常
総

会
へ
の
提
出
議
案
を
審
議
し
、
承
認
・
決
定
し
た
。

関
と
し
て
、
真
剣
に
受
け
止
め
、
早
急

に
対
応
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

　
総
会
で
は
、
ま
ず
、
事
業
実
行
結
果

に
よ
る
収
支
の
増
減
に
伴
っ
て
、
十
六

年
度
の
予
算
を
補
正
し
た
。

　
次
い
で
、
平
成
十
七
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
、
会
費
額
、
借
入
金
限

度
額
を
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、
五
月
の
総
会
に
提
出

す
る
平
成
十
六
年
度
の
事
業
報
告
案
と

収
支
決
算
案
を
承
認
し
た
ほ
か
、「
小
型

廃
棄
物
焼
却
炉
の
適
正
な
取
扱
い
に
つ

い
て
」
に
つ
い
て
、
理
事
会
決
議
を
も

　
全
木
協
連
の
理
事
会
・
臨
時
総
会
は

全
木
連
の
会
議
に
続
い
て
開
か
れ
た
。

　
冒
頭
、
並
木
会
長
が
挨
拶
し
、
十
六

年
度
に
つ
い
て
、
全
国
木
材
産
業
振
興

大
会
は
収
穫
の
あ
る
大
会
と
な
っ
た
、

補
助
事
業
に
つ
い
て
は
、
利
子
助
成
、

リ
ー
ス
助
成
事
業
と
も
、
設
備
投
資
の

環
境
の
厳
し
い
中
で
あ
っ
た
が
、
予
算

ど
お
り
の
実
行
と
な
っ
た
、
中
型
グ
ル

ー
プ
共
済
に
つ
い
て
は
契
約
保
有
高
の

減
少
が
続
い
て
い
る
が
、
高
率
の
配
当

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
ま
た
、
事
業

全
体
と
し
て
も
黒
字
で
決
算
で
き
た
　―

と
総
括
し
た
。
十
七
年
度
に
つ
い
て
は
、

中
型
グ
ル
ー
プ
共
済
の
Ｐ
Ｒ
、
加
入
促

進
を
図
る
、
補
助
事
業
の
効
率
的
実
施

っ
て
適
正
な
取
扱
い
を
徹
底
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
ま
た
、「
Ｊ
Ａ
Ｓ
推
進
の

た
め
の
取
組
み
及
び
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
改
正
に

伴
う
対
応
（
検
査
機
関
組
織
検
討
委
員

会
の
設
置
等
に
つ
い
て
）」を
承
認
。
そ

の
ほ
か
、「
木
材
利
用
の
普
及
、
推
進
に

つ
い
て
」
を
承
認
し
、
予
定
の
議
事
を

終
了
。

　
加
え
て
、
活
動
報
告
と
し
て
、
農
林

水
産
大
臣
と
住
宅
メ
ー
カ
ー
と
の
懇
談

会
、
林
野
庁
長
官
・
全
木
連
会
長
新
春

対
談
、「
木
材
表
示
推
進
協
議
会
」
の
設

立
、
平
成
十
七
年
度
Ｐ
Ｒ
関
連
補
助
事

業
予
算
の
実
施
方
針
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
一

部
改
正
、
輸
出
用
木
材
梱
包
材
規
制
の

動
向
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
問
題
へ
の
取
組
み
及
び
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木
　退
　共
　理
　事
　会

政
治
連
盟
常
任
委
員
会

全
木
連
事
業
計
画
の
要
旨

　
木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
の
理
事
会

は
、
全
木
連
の
会
議
と
と
も
に
行
わ
れ
、

五
月
の
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審

議
し
、
①
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
承

認
の
件
②
同
収
支
決
算
承
認
の
件
③
平

成
十
七
年
度
事
業
計
画
決
定
の
件
④
同

収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
入
会
金
及
び

会
費
決
定
の
件
に
つ
い
て
、
原
案
の
と

お
り
承
認
決
定
し
た
。

　
全
国
木
材
産
業
政
治
連
盟
は
、
午
後

四
時
よ
り
常
任
委
員
会
を
行
い
、
通
常

総
会
提
出
議
案
の
①
平
成
十
六
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件
②
同
収
支
決
算
承
認

の
件
③
平
成
十
七
年
度
事
業
計
画
決
定

の
件
④
同
収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
負

担
金
決
定
の
件
に
つ
い
て
原
案
の
と
お

り
承
認
決
定
し
た
。

を
図
る
と
し
た
。

　
会
議
で
は
、
ま
ず
、
臨
時
総
会
を
行

い
、
事
業
実
行
結
果
に
伴
っ
て
平
成
十

六
年
度
予
算
を
補
正
し
た
。

　
次
い
で
、
理
事
会
で
は
、
ま
ず
、
五

月
の
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審
議

し
、
①
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
承
認

の
件
②
同
収
支
決
算
及
び
剰
余
金
処
分

案
承
認
の
件
③
平
成
十
七
年
度
事
業
計

画
決
定
の
件
④
同
収
支
予
算
決
定
の
件

⑤
同
賦
課
金
決
定
の
件
⑥
同
加
入
金
決

定
の
件
⑦
同
借
入
金
最
高
限
度
額
決
定

の
件
⑧
同
役
員
報
酬
決
定
の
件
に
つ
い

て
原
案
の
と
お
り
に
承
認
決
定
し
た
。

　
次
に
、
共
済
制
度
（
中
型
グ
ル
ー
プ

共
済
）
加
入
促
進
に
つ
い
て
承
認
し
、

閉
会
し
た
。

　
三
月
二
十
五
日
の
総
会
で
決
ま
っ
た

全
木
連
の
事
業
計
画
は
、
①
消
費
者
視

点
を
踏
ま
え
た
木
材
利
用
推
進
の
取
組

み
②
環
境
・
健
康
・
安
全
に
係
る
規
制

の
強
化
へ
の
対
応
③
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普

及
推
進
と
新
た
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
見
直

し
へ
の
取
組
み
④
木
材
産
業
の
体
制
強

化
へ
の
取
組
み
⑤
Ｗ
Ｔ
Ｏ
関
税
対
策
と

Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）・
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
へ
の
対
応
　
　
の

五
点
が
重
点
事
項
で
あ
る
。

　
計
画
事
項
の
主
要
項
目
は
、
次
の
と

お
り
（
項
目
の
み
掲
載
）

　
　
　
　
　
　
　
◇

Ⅰ
、
木
材
利
用
の
推
進

１
、
木
材
利
用
の
積
極
的
推
進

　（　）１
中
央
・
地
方
の
団
体
に
よ
る
消
費
者

視
点
に
立
っ
た
多
角
的
な
木
材
Ｐ
Ｒ
の

推
進

　（　）２
地
域
材
の
利
用
の
促
進
　
安
定
供
給

―

　―　（　）３
木
材
表
示
制
度
の
普
及
促
進
へ
の
取

組　（　）４
公
共
建
築
施
設
へ
の
木
材
利
用
の
促

進
へ
の
取
組

　（　）５
公
共
施
設
等
へ
の
地
域
材
利
用
の
優

先
使
用
に
つ
い
て
の
法
的
措
置
の
実
現

へ
の
対
応

２
、
木
材
加
工
新
技
術
の
開
発
促
進

　（　）１
木
材
利
用
及
び
木
材
産
業
に
関
す
る

技
術
開
発
目
標
へ
の
対
応

　（　）２
木
材
の
調
査
・
実
験
の
実
施

Ⅱ
、
木
材
産
業
構
造
改
革
の
推
進

１
、
木
材
産
業
の
再
編
整
備
へ
の
取
組

　（　）１
木
材
産
業
構
造
改
革
推
進
体
制
の
整

備　（　）２
木
材
産
業
の
再
編
へ
の
取
組

２
、
建
築
基
準
の
性
能
規
定
化
、
住
宅

品
質
確
保
促
進
制
度
へ
の
対
応

　（　）１
乾
燥
材
の
生
産
、
供
給
の
促
進
対
策

へ
の
取
組

　（　）２
地
域
住
宅
産
業
と
の
連
携
強
化

３
、
生
産
加
工
・
流
通
体
制
の
再
構
築

　（　）１
木
材
需
給
の
安
定
対
策

　（　）２
木
材
加
工
・
流
通
の
合
理
化
　
安
定

―

供
給
　―

　（　）３
新
た
な
国
有
林
野
事
業
体
制
へ
の
対

応４
、
木
材
産
業
の
体
質
強
化
へ
の
取
組

〜
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）

と
情
報
公
開
〜

　（　）１
木
材
産
業
高
度
化
へ
の
取
組

　（　）２
労
働
安
全
衛
生
の
確
保

　（　）３
情
報
化
対
策

　（　）４
外
国
人
雇
用
問
題
と
受
け
入
れ
体
制

整
備
へ
の
対
応

　（　）５
木
材
産
業
活
性
化
対
策
へ
の
取
組

Ⅲ
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

品
の
普
及
促
進

１
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
と
生

産
・
供
給
の
促
進

　（　）１
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
へ
の
取

組　（　）２
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
生
産
・
供
給
の
促
進

の
取
組

　（　）３
新
た
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
あ
り
方
へ
の

対
応

２
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
促
進
の
取
組

　（　）１
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
促
進
の
取

組　（　）２
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会
の

見
直
し
検
討

３
、
そ
の
他
の
制
度
へ
の
取
組

　（　）１
輸
出
用
木
材
梱
包
材
生
産
者
登
録
と

輸
出
梱
包
材
処
理
工
場
の
認
証
の
実
施

　（　）２
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
自
主
登
録
制
度

の
適
格
な
実
施

　（　）３
Ａ
Ｑ
認
証
制
度
の
「
登
録
試
験
機
関
」

と
し
て
の
適
格
な
実
施

　（　）４
輸
出
木
材
原
産
地
証
明
書
発
給
機
関

の
検
討

　（　）５
日
本
に
お
け
る
木
製
梱
包
材
規
制
の

た
め
の
指
針
（
国
際
基
準
№
15
）
の
導

入
へ
の
対
応

　（　）６
新
た
な
資
格
・
認
証
制
度
等
の
創
設

に
向
け
て
の
検
討

Ⅳ
、
環
境
対
策
の
推
進

１
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
へ
の
取
組

〜
情
報
の
伝
達
の
徹
底
〜

　（　）１
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
へ
の
積
極
的
取

組　（　）２
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用

へ
の
対
応

　（　）３
木
質
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
対
応

　（　）４
地
球
環
境
保
全
対
策
へ
の
取
組

　（　）５
森
林
認
証
と
木
材
ラ
ベ
リ
ン
グ
へ
の

取
組

　（　）６
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
建
築
物
へ
の
対
応

２
、
健
康
・
安
全
対
策
へ
の
取
組
み

　（　）１
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
へ
の
取
組

　（　）２
揮
発
性
有
機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の

健
康
へ
の
影
響
問
題
へ
の
対
応

　（　）３
木
質
建
材
か
ら
放
散
さ
れ
る
化
学
物

質
へ
の
対
応
に
関
す
る
懇
談
会
へ
の
対

応３
、
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
10

ヶ
年
対
策
の
促
進
へ
の
取
組

Ⅴ
、
制
度
改
正
・
創
設
等
へ
の
対
応

１
、
建
築
関
連
諸
制
度
の
改
正
、
創
設

等
へ
の
対
応

２
、
金
融
制
度
の
改
善
・
拡
充
へ
の
対

応３
、
税
制
改
正
へ
の
対
応

〜
関
係
団
体
等
と
の
連
携
強
化
〜

　（　）１
各
種
税
制
措
置
の
改
善
へ
の
取
組

〜
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
等
へ
の
取
組
・
対

応
〜

　（　）２
消
費
税
へ
の
対
応

４
、
地
方
財
政
措
置
へ
の
対
応

５
、
中
小
企
業
関
係
諸
制
度
の
改
正
創

設
等
へ
の
対
応

６
、
環
境
税
（
仮
称
）
の
創
設
に
向
け

て
の
取
組

Ⅵ
、
そ
の
他

１
、
全
木
連
等
団
体
の
活
性
化
の
推
進

２
、
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

３
、
第
40
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会

の
開
催

４
、
全
木
連
情
報
化
へ
の
取
組

５
、
調
査
事
業
の
実
施

６
、
全
国
優
良
素
材
展
示
会
の
開
催

７
、
木
退
共
、
中
型
グ
ル
ー
プ
保
険
等

各
種
共
済
事
業
の
積
極
的
な
推
進

８
、
広
報
活
動
の
積
極
的
な
実
施

９
、
各
種
優
良
事
例
の
表
彰
の
検
討
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前
年
比
一
・
八
％
減
の

　
平
成
17
年
の
木
材
需
給
見
通
し

17
年
見
通
し

16
年
見
込
み

こ
と
か
ら
、
製
材
用
や
合
板
用
の
減
少

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
供
給
面
で
は
、
前
年
に
比
べ
、
国
産

材
は
微
減
、
輸
入
材
は
減
少
で
あ
る
が
、

国
産
材
の
自
給
率
は
前
年
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
ら
な
い
。

　
昨
年
九
月
に
修
正
し
た
見
通
し
よ
り

は
百
七
万
六
千
k
増
え
て
、
九
千
二
万

八
千
k
と
な
る
見
込
み
。
前
年
比
は
三

・
三
％
の
増
加
で
あ
る
。

　
住
宅
着
工
の
伸
び
に
支
え
ら
れ
て
、

製
材
用
、
合
板
用
、
そ
の
他
用
の
需
要

と
も
前
年
比
プ
ラ
ス
で
あ
り
、
パ
ル
プ

・
チ
ッ
プ
用
も
プ
ラ
ス
で
あ
る
。

　
供
給
面
で
は
、
国
産
材
、
輸
入
材
と

も
前
年
比
プ
ラ
ス
で
あ
る
が
、
輸
入
材

の
う
ち
丸
太
の
み
、
微
減
と
な
っ
た
。

【
需
要
】

　
製
材
用
は
、
平
成
十
七
年
の
新
設
住

宅
着
工
戸
数
が
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
に

係
る
駆
け
込
み
需
要
の
減
少
等
に
よ
り
、

前
年
を
や
や
下
回
る
も
の
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
比
三
・
九
％

減
の
三
千
三
百
八
十
九
万
九
千
k
。

　
合
板
用
に
つ
い
て
は
、
国
内
製
造
向

け
に
国
産
材
丸
太
の
需
要
増
加
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
新
設
住
宅
着
工
戸
数

が
前
年
を
や
や
下
回
る
も
の
と
見
込
ま

れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
体
で
は
前
年

比
三
・
八
％
減
の
千
三
百
四
十
四
万
六

千
k
。

　
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
に
つ
い
て
は
、

紙
・
板
紙
生
産
量
が
前
年
よ
り
若
干
増

加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
前
年
比
〇
・
三
％
増
の
三
千
八

百
九
万
五
千
k
。

　
そ
の
他
用
（
集
成
材
等
）
に
つ
い
て

は
、
構
造
用
集
成
材
に
対
す
る
需
要
増

加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
前

年
比
五
・
七
％
増
の
二
百
九
十
五
万
五

千
k
。

【
供
給
】

　
供
給
面
で
は
、
国
産
材
は
前
年
比
〇

・
三
％
減
の
千
六
百
七
十
一
万
三
千
k
。

輸
入
材
は
二
・
二
％
減
の
七
千
百
六
十

八
万
二
千
k
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

　
輸
入
材
の
中
で
は
、
丸
太
、
製
材
、

合
単
板
は
前
年
よ
り
減
少
。
チ
ッ
プ
、

パ
ル
プ
、
そ
の
他
は
前
年
よ
り
増
加
の

見
通
し
で
あ
る
。

丸
太

木
材
（
用
材
）
の
需
給
の
実
績
と
見
通
し

国
　　
　　
　　
産
　　
　　
　　
材

19
, 3
16

18
, 7
37

17
, 9
87

16
, 7
22

15
, 9
80

（
95
.6
）

（
96
.6
）

年
　　
次

総
数

92
, 0
56

97
, 8
10

99
, 2
60

91
, 2
45

88
, 1
25

合
板
用

需
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
要

製
材
用

パ
ル
プ
・

チ
ッ
プ
用

そ
の
他
用

総
数

総
数

13
, 7
05

11
, 1
46

13
, 8
25

37
, 1
61

41
, 1
78

40
, 9
46

〈
6,
16
6〉

42
, 1
40

〈
6,
29
9〉

40
, 9
56

〈
6,
53
7〉

42
, 1
86

13
, 0
74

13
, 2
26

12
, 8
10

（
10
1.
2）

（
96
.9
）

37
, 0
87

34
, 8
56

（
94
.0
）

（
97
.2
）

〈
6,
31
9〉

38
, 7
06

〈
7,
17
4〉

37
, 6
07

〈
7,
95
1〉

（
98
.3
）

1,
60
9

92
, 0
56

1,
97
0

2,
30
3

97
, 8
10

99
, 2
60

19
, 3
31

18
, 7
62

18
, 0
19

2,
37
7

2,
43
6

（
10
2.
5）

91
, 2
45

88
, 1
25

（
96
.6
）

16
, 7
57

16
, 0
75

（
95
.9
）

チ
ッ
プ

25
, 2
95

25
, 7
21

26
, 6
61

25
, 1
04

24
, 7
91

（
98
.8
）

輸
　　
　　
　　
　　
　　
入
　　
　　
　　
　　
　　
材

供
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
給

工
場
残
材

林
地
残
材

総
数

製
材
品

丸
太

合
単
板

〈
6,
16
6〉

〈
6,
29
9〉

〈
6,
53
7〉

15 25 32

72
, 7
25

79
, 0
48

81
, 2
41

〈
6,
31
9〉

〈
7,
17
4〉

（
11
3.
5）

〈
7,
95
1〉

（
11
0.
8）

35 95
（
27
1.
4）

14
3

（
15
0.
5）

74
, 4
88

72
, 0
50

（
96
.7
）

15
, 0
81

10
, 5
82

15
, 9
13

18
, 5
97

18
, 7
87

18
, 0
18

6,
08
2

8,
18
1

8,
42
4

14
, 3
40

13
, 6
94

（
95
.5
）

15
, 9
42

14
, 8
65

（
93
.2
）

8,
50
2

8,
42
3

（
10
0.
9）

7,
89
7

（
92
.9
）

（
単
位
：
千

パ
ル
プ

）
K

そ
の
他

10
, 5
41

10
, 1
44

10
, 3
20

1,
20
1

1,
56
0

1,
90
4

（
93
.6
）

8,
65
9

8,
10
1

（
99
.0
）

8,
02
2

2,
01
9

2,
09
7

（
10
3.
9）

（
10
9.
4）

2,
29
4

4.〈
　
〉内
は
、
工
場
残
材
及
び
解
体
材
・
廃
材
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

5.（
　
）内
は
、
前
年
比（
％
）で
あ
る
。

6.
　数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。

15
年

14
年

13
年

12
年

11
年

平
成
10
年

87
, 1
84

（
98
.9
）

90
, 0
28

（
10
3.
3）

88
, 3
95

（
98
.2
）

34
, 7
66

（
99
.7
）

35
, 2
87

（
10
1.
5）

33
, 8
99

（
96
.1
）

13
, 9
75

（
10
9.
1）

36
, 9
79

〈
7,
68
2〉

37
, 9
70

（
10
2.
7）

2,
62
9

（
10
7.
9）

2,
79
6

（
10
6.
4）

87
, 1
84

（
98
.9
）

90
, 0
28

（
10
3.
3）

16
, 1
48

（
10
0.
5）

16
, 7
66

（
10
3.
8）

16
, 0
05

（
10
0.
2）

16
, 6
45

（
10
4.
0）

12
1

（
　8
4.
6）

〈
7,
68
2〉

（
　9
6.
6）

71
, 0
36

（
98
.6
）

73
, 2
62

（
10
3.
1）

14
, 3
98

（
96
.9
）

14
, 3
34

（
99
.6
）

14
, 0
88

（
10
2.
9）

14
, 4
92

（
10
2.
9）

8,
58
6

（
10
8.
7）

24
, 3
37

（
98
.2
）

25
, 1
01

（
10
3.
1）

8,
29
3

（
10
3.
4）

2,
45
6

（
10
7.
1）

13
, 4
46

（
96
.2
）

〈
7,
46
8〉

38
, 0
95

（
10
0.
3）

2,
95
5

（
10
5.
7）

88
, 3
95

（
98
.2
）

16
, 7
13

（
99
.7
）

16
, 5
92

（
99
.7
）

12
1

（
10
0.
0）

〈
7,
46
8〉

（
97
.2
）

71
.6
82

13
, 2
00

（
92
.1
）

14
, 0
36

（
96
.9
）

8,
31
6

（
96
.9
）

25
, 1
76

（
10
0.
3）

8,
32
6

（
10
0.
4）

2,
62
8

（
10
7.
0）

資
料
：
平
成
10
年
～
平
成
15
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。

　　
注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

　　
　　
　　
2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

　　
　　
　　
3.
輸
入
の
構
造
用
集
成
材
が
需
要
の
そ
の
他
用
、
供
給
の
そ
の
他
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　
　
　
　
　
八
千
八
百
三
十
九
万
五
千
K

　
林
野
庁
は
、
三
月
二
十
八
日
に
木
材

需
給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
平

成
十
七
年
の
木
材
（
用
材
）
需
給
見
通

し
を
策
定
、
こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
七
年
の
需

給
量
は
、
前
年
比
一
・
八
％
減
の
八
千

八
百
三
十
九
万
五
千
k
と
見
通
さ
れ
て

い
る
。

　
需
要
の
目
安
と
な
る
新
設
住
宅
着
工

が
前
年
を
下
回
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る

（
97
.8
）

16
年
見
込
み

17
年
見
通
し
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お役に立ちます　林業・木材産業信用保証 

林業・木材産業発展のために 
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の

―　4　―

変らず増　　加 減　　少

　0％（　0）

平成17年4月25日（月曜日） （第565号）（第三種郵便物認可）

費
者
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
の

た
め
に
も
な
る
と
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
出
席
の
来
賓
か
ら
は
、
会
へ

の
期
待
を
込
め
た
挨
拶
が
続
い
た
。

木
材
表
示
推
進
協
議
会
が
発
足

モニター数97　　回答数73　　回収率75％

3月分集計表

増加29％（21）
増加30％（22）
上昇　5％（　4）
上昇　7％（　5）

減少30％（22）
減少38％（28）
下降11％（　8）
下降11％（　8）

増加45％（33）
増加40％（29）
上昇　4％（　3）
上昇　8％（　6）

強　含　み
　5％（　3）
10％（　6）
　8％（　5）
　6％（　4）
10％（　6）

減少　8％（　6）
減少13％（10）
下降　1％（　1）
下降　3％（　2）

弱　含　み
14％（　9）
　3％（　2）
13％（　8）
21％（14）
　9％（　5）

34％（23） 66％（45） 　0％（　0）

保ち合い
81％（50）
87％（52）
79％（47）
73％（49）
81％（47）

変わらず41％（30）
変わらず32％（23）
変わらず84％（61）
変わらず82％（60）

変わらず47％（34）
変わらず47％（34）
変わらず95％（69）
変わらず89％（65）

モニター数97　　回答数73　　回収率75％

増加33％（24）
増加27％（20）
上昇　1％（　4）
上昇　3％（　2）

増加47％（34）
増加29％（21）
上昇　0％（　0）
上昇　7％（　5）

強　含　み
12％（　5）
　0％（　0）
12％（　4）
　8％（　4）

減少33％（24）
減少23％（17）
下降16％（12）
下降16％（12）

減少　9％（　7）
減少20％（15）
下降　7％（　5）
下降　8％（　6）

弱　含　み
10％（　4）
　0％（　0）
12％（　4）
19％（10）

保ち合い
78％（31）

76％（26）
73％（38）

76％（19） 24％（　6）

変わらず34％（25）
変わらず50％（36）
変わらず83％（60）
変わらず81％（59）

変わらず44％（32）
変わらず51％（37）
変わらず93％（68）
変わらず85％（62）

100％（25）　

事
務
局
職
員
異
動
の
お
し
ら
せ

　
全
木
連
グ
ル
ー
プ
の
事
務
局
構
成
が

四
月
か
ら
変
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
全
木
連

　
総
務
部
長
＝
片
桐
達
夫
（
全
木
協
連

総
務
部
長
併
任
）
　
杉
村
了
前
部
長
は

―

退
職
い
た
し
ま
し
た
。

　
検
査
部
長
＝
清
水
眞
長

　
検
査
指
導
役
＝
阿
部
庄
吾

　
企
画
部
長
＝
細
貝
一
則

　
全
木
協
連
　
事
業
部
長
＝
麻
生
和
夫

　
本
紙
既
報
の
「
木
材
表
示
推
進
協
議

会
」
が
四
月
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。

　
同
会
は
、
既
存
の
制
度
で
は
表
示
さ

れ
な
い
原
産
地
、
加
工
種
等
の
情
報
を

自
主
的
に
表
示
す
る
た
め
の
統
一
ル
ー

ル
の
策
定
と
、
そ
の
公
正
公
明
な
実
施

を
推
進
す
る
組
織
で
あ
る
。

　
そ
の
設
立
総
会
が
、
三
月
三
十
日
に

東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
設
立
時
の
会
員

数
は
五
十
三
社
・
六
団
体
で
あ
る
。

　
総
会
で
は
、
設
立
趣
意
書
、
定
款
、

業
務
方
法
書
、
会
費
等
納
入
規
則
、
平

成
十
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

の
そ
れ
ぞ
れ
を
承
認
し
て
決
定
。
ま
た
、

理
事
、
監
事
を
選
任
し
た
。

　
引
き
続
い
て
の
理
事
会
で
は
、
会
長

に
岡
野
健
氏
（
木
材
自
主
表
示
検
討
委

員
会
座
長
・
東
大
名
誉
教
授
）
を
選
出

し
た
。

　
総
会
・
理
事
会
終
了
後
、
記
念
レ
セ

プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
、
多
数
の
来
賓

が
参
加
し
た
。

　
な
お
、
事
務
局
は
全
木
連
内
に
置
く

こ
と
と
な
っ
た
。

　
岡
野
会
長
は
、
挨
拶
の
中
で
、
会
の

発
足
に
至
る
経
緯
を
述
べ
る
と
と
も
に
、

情
報
公
開
の
流
れ
の
中
で
、
国
産
材
に

つ
い
て
の
も
の
が
な
い
。（
表
示
は
）
消


